
 
 

    

 

       八の倉勉強会　３月２２日（木）11時～

「今日は誰に会えるのかな？」と楽しみに会場に到着。
なんと四国や東京からの参加者がいて、その熱意に驚き！
テーマは『もうひとつの沈黙の臓器・腎臓について』位置・
大きさ・役割・検査値・病気とその予防・経絡について
など教えて頂きました。
丁度疲れてきた頃には「家庭で出来る腎臓トレーニング」
をしました。立って行うトレーニング、座って行うトレー
ニングを、実際に動いてリフレッシュ。
昼食会で親睦を深め、午後には２人１組で温熱実技。ポ
イントは田口先生が指し示し、会場には準講師が２人い
たので、心強く受講出来ました。中身が濃く、心がホワ
ンとした、心身共に満足感を味わった勉強会でした。
　　　　　　                                      by　鈴木　浄

 
 

 
5 月 15日 ( 火 ) 1:20 ～
栃木県真岡青年女性会館にて

参加人数 温熱療法師 10 名 体験者 20 名

★体験者の感想は全員が体が楽になった。「熱かったけ
れど軽くなりました」というお言葉をいただきました。

★温熱療法師の感想
体験された方々が少しでも楽になられたことがとても嬉
しく、終わった後とても清々しい気持ちになりました。

★７月９日に八の倉の勉強会を催します。今回は療法師
と未経験の方々とのかけて、かけられて実技のみです。
午前 10時から 5時まで。適当な時間にどうぞ！　

会費 3,000 円 場所 八の倉　
田口八重美＠茨城

 
　　　   少しの努力　してみませんか？
　　    ●朝、５分外に出て朝日を浴びる
　　    ●一日５分、歩いてみる
　　    ●歯磨きの後、舌の色や苔を見る
　　    ●一日一回、にっこり笑う
　♥　きっと幸せホルモンが出てきます　♥
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こ
の
玄
米
ス
ー
プ
レ
シ
ピ
は
私
の
ヨ
ー
ガ

の
生
徒（
Ａ
さ
ん
）か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。

　
Ａ
さ
ん
の
お
母
様
は
悪
性
リ
ン
パ
腫
の

治
療
の
為
に
現
在
、
入
院
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
先
日
感
染
症
を
起
こ
し
て
４
０
度
以

上
の
熱
が
出
て
意
識
不
明
状
態
に
落
ち
入

り
ま
し
た
。

　
ご
家
族
が
呼
ば
れ
主
治
医
か
ら
は
、こ

の
ま
ま
で
は
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

危
篤
状
態
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
は
、そ
の
翌
日
に
玄
米
ス
ー
プ
を

作
っ
て
病
院
に
持
っ
て
行
き
、意
識
が
戻
っ

た
お
母
様
に
全
部
飲
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、一
日
置
き
に
玄
米
ス
ー
プ
を
運

ん
で
飲
ま
せ
る
と
、
玄
米
ス
ー
プ
の
効
果

か
、３
度
目
の
ス
ー
プ
の
後
に
お
母
様
の
数

値
が
良
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、お
母
様
は
ま
だ
入
院
中
で
す
が
、と

て
も
お
元
気
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ａ
さ
ん
か
ら
こ
の
お
話
を
聞
い
て
、玄
米

が
食
べ
ら
れ
な
い
人
で
も
こ
の
ス
ー
プ
な

ら
、飲
ん
で
健
康
に
役
立
て
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
、
今
回
温
熱
通
信
に
掲
載

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
申
し
出
ま
し
た
。玄

米
を
炒
っ
て
い
る
時
か
ら
何
故
か
元
気
が

湧
い
て
き
ま
す
！
是
非
、作
っ
て
飲
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
里
見 

ま
こ

　
ス
ー
ツ
に
ピ
ン
ヒ
ー
ル
、モ
デ
ル
歩
き
を
意
識

し
た
バ
リ
バ
リ
の
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
。こ
れ
が
独

身
時
代
の
私
で
す
。仕
事
に
遣
り
甲
斐
を
感
じ
、

身
体
を
温
め
る
よ
り
も
身
体
の
ラ
イ
ン
を
い
か
に

綺
麗
に
魅
せ
る
か
に
気
合
い
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
三
十
四
歳
で
結
婚
し
、い
ざ
赤
ち
ゃ
ん
が
欲
し

い
と
産
婦
人
科
を
訪
れ
、衝
撃
の
事
実
を
知
り
ま

す
。子
宮
内
膜
症
・
右
側
卵
管
閉
塞
・
卵
子
が
残
り

少
な
い
の
で
生
理
が
止
ま
る
可
能
性
大
。

時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
！
自
然
妊
娠
で
は
な
く
人
工

授
精
、も
し
く
は
体
外
受
精
を
早
め
に
し
ま
し
ょ

う
。と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
三
井
式
温
熱
に
出
会
っ
た
の
は
、ち
ょ
う
ど
こ

の
頃
で
す
。当
時
の
私
は
、下
半
身
が
冷
え
て
い
て

温
熱
器
を
あ
て
る
と
子
宮
・
太
も
も
・
お
尻
が
ア
チ

チ
。夏
で
も
手
足
が
冷
え
て
い
ま
し
た
。私
は
、赤

ち
ゃ
ん
の
た
め
に
温
か
い
子
宮
を
作
ろ
う
と
決
心

。本
格
的
に
妊
活
温
熱
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
で

す
。

　
毎
日
、暇
さ
え
あ
れ
ば
温
熱
マ
ッ
ト
に
座
り
、温

熱
器
を
購
入
し
自
分
で
下
半
身
を
温
め
、週
に
一

回
温
熱
治
療
に
通
い
、腹
巻
・
首
巻
き
・
手
首
巻
き

・
レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
マ
ー
を
つ
け
、漢
方
内
科
で
身
体

を
温
め
る
漢
方
を
処
方
し
て
も
ら
い
、

温
か
い
飲
み
物
や
食
べ
物
を
心
が
け
、料
理

に
は
生
姜
を
使
い
、お
風
呂
は
毎
日
湯
船
に

浸
か
り
、ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
様
に
責
任

の
重
い
仕
事
を
断
り
、赤
ち
ゃ
ん
が
宿
る
イ

メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、お
墓
参
り

に
何
度
も
行
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、結
婚
し
て
二
年
間
妊
娠
し
な
か

っ
た
私
が
、温
熱
を
始
め
て
半
年
後
に
妊
娠

。無
事
、昨
年
秋
に
出
産
し
ま
し
た
。妊
活
中

は
、不
安
・
苛
立
ち
・
悲
し
み
と
様
々
な
感
情

が
あ
り
ま
し
た
。産
み
の
苦
し
み
は
、妊
活
の

時
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
ポ
イ
ン
ト
は「
頭
で
悩
ま
ず
、淡
々
と
身
体

を
温
め
続
け
る
」で
す
。徹
底
的
に
自
分
の

意
識
を
変
え
、習
慣
を
変
え
、体
質
を
改
善

し
て
い
っ
た
結
果
が
必
ず
成
果
と
し
て
現
れ

る
と
信
じ
、温
め
続
け
て
良
か
っ
た
で
す
。

　
私
に
三
井
式
温
熱
を
紹
介
し
て
く
れ
た
母

は
、今
や
、資
格
を
取
得
し
温
熱
治
療
師
と

し
て
邁
進
中
。こ
れ
か
ら
も
温
熱
で
沢
山
の

方
を
笑
顔
に
し
た
い
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

(

受
精
直
後
と
妊
娠
初
期
は
、
温
熱
器
で
子

宮
や
三
陰
交
の
温
め
は
控
え
ま
し
た)

 

命の「玄米スープ」をご紹介します。

【玄米スープレシピ】　材料…カップ4杯分
　玄米80グラム
　梅干し中一個
　昆布5センチ2～3枚
　水5カップ
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昨
年
三
十
七
歳
で
出
産
さ
れ
た
女
性

か
ら
い
た
だ
い
た
妊
活
温
熱
の
投
稿
で
す
。

温
熱
ベ
イ
ビ
ー
が
我
が
家
に 

♥



広島県庄原市　千鳥別尺ヤマザクラ　樹高２７ｍ

長野県戸隠　ミズバショウと林の芽吹き

ドイツから　　リラの花

佐賀県小城公園のサクラ

 

 

彩りあふれた各地の見事な花をお届けします。

ひたちなか市海浜公園のネモフィラ

５月はバラが花盛り ドイツから　カリン

平成 30年 6月 10 日　第 11号（3）



〒133-0052 〒264-0026千葉市若葉区西都賀３-１５-１ Adagio Tsuga １０３
TEL . 0 3 - 5 6 9 3 - 2 1 2 0　FAX . 0 4 3 - 2 5 3 - 8 8 4 5

三井とめ子式温熱療法　　健　寿

（４） 平成３０年６月 10日　第 6号

 

  

 

 

野方温熱勉強会より
月に一度の温熱勉強会です。温熱療法師を育てるべく努
力中ですが、まだボランティア止まりのメンバーです。
今回は準講師の山本好美さんが加わり、練習台になって
くれました。
今月は『春の養生』をテーマにまず足のケアを、一人温
熱で。足の反射区や経絡を学びながら、結構足は熱い、
熱いと言いながらセルフケア。そして三井と女子先生の
本をテキストにして読み合わせながらの勉強会です。普
段、掛け合いをしていないとそうでなくても緊張して、
温熱器を持つ手に力が入ります。今月はパジャマを着て
リラックスしながら、基本の温熱を掛け合いました。　
　　　　　　　　 by　子松

 

 

 

 

定期講演会のお知らせ

日　　時：　２０１８年１１月１０日
会　　場：　中野サンプラザ ７階  研修室10

タイトル：「脳を守る・高次脳機能障害とは」
講　　師：　　中島 恵子  先生
　　　　　　　　　（帝京平成大学院臨床心理学研究科教授）

　
参  加  費：　会員無料　一般 3,000円

「うっかりミスが増えた」
「同じ事をするのに以前より時間がかかる」こんなこ
とはありませんか？
２０１８年の定期講演会は、若々しく元気でいられるた
めにも「脳」について学びませんか？
人間が人間らしくあるために大きな役割を担う「脳」。
中でも「前頭葉」について知っていくと目から鱗。
驚きの脳のお話に、きっと「ワクワク」してきますよ。
今回は高次脳機能障害の研究者としてスペシャリスト
の、中島恵子氏をお迎えします。

チラシが出来ましたら、改めてご案内致します。

  

 

協会主催体験セミナーのお知らせ
　　　 日　時：２０１８年6月２０日
　　　 会　場：王子北とぴあ９Ｆ　
　　　　第２和室「かわせみ」
　　　 ●セミナーの内容：
　　　　　　　　温熱体験30分
　　　　　　　　一人温熱の掛け方実習
　　　 ●参加費：
 　　　　　会　員　　  ￥ 500
　　　　　 一　般　　￥1.500
　　　 ●ご持参下さい：
　　　　　綿素材のT シャツ、
　　　　　綿のトレーナーズボンなど
　 　　　  バスタオル２枚、　
　　　　   フェイスタオル１枚

気温差の激しい日が続きます。湿気も加わり体
調管理が難しい季節です。こんな時こそ温熱療
法で体温を上げ、新陳代謝をあげて免疫力を高
めていきましょう。お近くの方をぜひお誘い下
さい。

　　　  問合せ、申込は東京健寿館まで
 Tel.043-253-8843　Ｆａｘ.043-253-8845

編集後記　　　　　温熱療法をもっとお知らせして広めて行くために、通信を発行しています。今回は家族の温かな思い
や、新しい命が生まれた経緯など貴重な投稿を頂きました。また、各地から写真をお送り頂きましたことも、編
集していて楽しいこの一つでした。皆様のご協力に感謝しています。　　　　　　　　　　　　　　（子松　記）

 

 

会　場：　千葉市若葉区西都賀2-5-12
                Pudding House(ﾌ゚ ﾘﾝﾊｳｽ）
日　程：
　７月２７日（金）　　　
　９月２８日（金）　　
１１月２３日（金）　　
時　間：
1：30～4：30　
会　費：1,000円　　  　　
持ち物：フェイスタオル
　　　問合せ先：増山　080-3014-4623
　　　　　　　　伊藤　090-8007-4820

←　千葉

モノレール都賀駅

J R 都賀駅

西口

公
園 西

友

JR 都賀駅より
徒歩５分
西友より３０秒

成田→

 

ホットサロン 

温熱体験会　開催予定
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